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静脈栄養(以下 TPN) が各種病態の治療において重要な役割を果たしながら その反面小腸粘膜防御機構に障害






内における分布形態を観察し，同時に蛍光標識された水溶性の高分子プローベ fluorescein isothiocyanate dextran 
70000 (以下 FITC-dextran) を用いて腸管透過性の変化を検討し，併せて FITC-dextran の小腸管腔内における分布
形態を観察した。
【対象ならびに方法】
6 週齢の雄性 SD ラットに全身麻酔下に TPN ルートおよび胃痩を作成し 胃痩からは十二指腸にカテーテルを誘
導し， CHOW群 (n=16) ， TPN 群 (n=16) の 2 群に分けた。 CHOW 群は水分および飼料自由摂取下に飼育を行っ
た。 TPN 群は，絶食下に250kcal~kg~day の静脈栄養を施行した。輸液組成は， 50% グルコース 40.0ml ，アミノ酸
28.4 ml ，蒸留水24.7ml ，その他:電解質・ビタミン・微量元素，総量100ml ， 0.9kcal~ ml , NPC~N 180.0 とした。実
験動物は，実験開始後 4 日 (n=各 8) および 7 日目 (n=各 8) に，空腸，回腸における粘液の形態学的検討および
FITC-dextran の腸管透過性と形態学的検討を行った。まず， CHOW 群および TPN 群ラットに十二指腸カテーテル





温で乾燥させ， FITC-dextran の分布形態を蛍光顕微鏡にて観察した。また 0.2% celloidin に同一切片を浸漬して粘
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液を安定化後 PAS 染色を施行し，粘液層の分布形態を光学顕微鏡にて観察した。
2) 血衆 FITC-dextran 濃度の測定:
血衆 FITC-dextran 濃度は，励起波長480nm，蛍光波長520nm で蛍光分光分析により測定した。
【成績】
① 小腸管腔内における粘液の分布形態:
4 日日においても 7 日日においても，粘液の管腔内分布形態に関して， CHOW 群では，空腸，回腸ともに粘液層の




FITC-dextran 投与 1 時間後の TPN 群の血衆 FITC-dextran 濃度 (μg/ml) は， 4 日日， 7 日日とも， 1. 28 士 0 .44
(n=8) , 1. 39 士 0.50 (n=8) と CHOW 群の0 .48士 0 .1 9 (n=8) , 0 .4 5 士 0.26 (n=8) に比べてそれぞれ有意の (p く 0.01)
高値を示した。
ロ)小腸管腔内における FITC-dextran の分布形態:
CHOW 群では， FITC-dextran は腸管腔内に留まり， crypt および villi の間隙を満たす所見は認められなかった。





1) TPN 群では CHOW 群に比べ，小腸粘膜上皮を覆う粘液層は villi 間隙を満たすに充分な分布を示さなかった。
また， FITC-dextran の分布形態は，粘液層と相補的な分布をとり， villi 全体を覆う所見を示した。








こすことが明かとなり 腸管透過性のプローベとして用いた水溶'性の高分子化合物 fluorescein isothiocyana te 
dextran 70 ， 000の管腔内分布形態がそれに伴って変化し，同時に同プローベの腸管透過性の克進が起こり，この克進
に粘液層の分布形態の変化が関与している可能性が示された。本研究は，今後静脈栄養時の小腸粘膜の廃用性萎縮や
粘膜防御機構の障害のメカニズムの解明に極めて重要な意義をもち，更に今後各種腸疾患の病因，病態の解明に大き
な展開がもたらされることが期待され，学位に値すると考えられる。
277 -
